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(54)【発明の名称】 ドットインバージョン方式の液晶パネル駆動方法及びその装置

(57)【要約】
【目的】  本発明は液晶セルに供給する電圧の量を一定
にすることができるようにしたドットインバージョン方
式のパネル駆動方法に関することである。
【解決手段】本発明によるトッドインバージョン方式の
液晶パネル駆動方法及びその装置によると、互いに隣接
する同一極性のビデオ信号を入力される液晶セルは、互
いに相違した時間の間にビデオ信号を入力受ける。即
ち、それぞれの液晶セルに同一の電圧を供給することが
できるように一番目のビデオ信号を入力される液晶セル
は、２番目のビデオ信号を入力される液晶セルより所定
の時間、長くビデオ信号を入力される。従って、互いに
隣接する極性のビデオ信号を入力される液晶セルは同一
の電圧を供給される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】同一の極性で充電する隣接した少なくとも
二つ以上の液晶画素セルを駆動するインバージョン方式
の駆動方法において、前記隣接した画素セルの中の第１
画素セルを充電する段階と、前記第１画素セルより少な
い時間で第２画素セルを充電する段階を含むことを特徴
とするドットインバージョン方式の液晶パネル駆動方
法。
【請求項２】前記画素セルにビデオ信号を供給するため
のデータ駆動集積回路に極性が相違した極性パルスを供
給する段階と、前記データ駆動集積回路に周期が相違し
たデータ出力イネーブル信号を供給する段階と、前記画
素セルに前記ビデオ信号を供給する時ゲート駆動パルス
を前記画素セルに供給するためのゲート駆動集積回路に
前記データ出力イネーブル信号と周期及び周波数が同一
なゲート出力イネーブル信号を供給する段階を含むこと
を特徴とする請求項１記載のドットインバージョン方式
の液晶駆動方法。
【請求項３】上下で隣接するように位置して前記同一の
極性で充電する液晶セルの中の上側の液晶セルの前記ビ
デオ信号印加時間が、下側の液晶セルの前記ビデオ印加
時間より長いことを特徴とする請求項２記載のドットイ
ンバージョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項４】前記極性パルスが一つの極性を有すると
き、二つの前記データ出力イネーブル信号が位置され
て、前記二つのデータ出力イネーブル信号は互いに周期
が相違することを特徴とする請求項２記載のドットイン
バージョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項５】前記二つのデータ出力イネーブル信号の中
の一番目のデータ出力イネーブル信号の周期が２番目の
データ出力イネーブル信号の周期より長いことを特徴と
する請求項４記載のドットインバージョン方式の液晶パ
ネル駆動方法。
【請求項６】前記極性パルスが一つの極性を有すると
き、二つの前記ゲート出力イネーブル信号が位置し、前
記二つのゲート出力イネーブル信号は互いに周期が相違
することを特徴とする請求項２記載のドットインバージ
ョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項７】前記二つのゲート出力イネーブル信号の中
の一番目のゲート出力イネーブル信号の周期が２番目の
ゲート出力イネーブル信号の周期より長いことを特徴と
する請求項６記載のドットインバージョン方式の液晶パ
ネル駆動方法。
【請求項８】前記画素セルにビデオ信号を供給するため
のデータ駆動集積回路に極性が相違した極性パルスを供
給する段階と、前記データ駆動集積回路に周期が同一な
データ出力イネーブル信号を供給する段階と、前記画素
セルに前記ビデオ信号を供給する時、ゲート駆動パルス
を前記画素セルに供給するためのゲート駆動集積回路に
周期が異なるゲート出力イネーブル信号を供給する段階
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を含むことを特徴とする請求項１記載のドットインバー
ジョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項９】前記上下に隣接するように位置して前記同
一の極性で充電する液晶セルの中の上側の液晶セルの前
記ビデオ信号印加時間が、下側の液晶セルの前記ビデオ
印加時間より長いことを特徴とする請求項８記載のドッ
トインバージョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項１０】前記極性パルスが一つの極性を有する
時、二つの前記ゲート出力イネーブル信号が位置して、
前記二つのゲート出力イネーブル信号は互いに周期が相
違することを特徴とする請求項８記載のドットインバー
ジョン方式の液晶パネル駆動方法。
【請求項１１】前記二つのゲート出力イネーブル信号の
中の一番目のゲート出力イネーブル信号の周期が２番目
のゲート出力イネーブル信号の周期より大きいことを特
徴とする請求項１０記載のドットインバージョン方式の
液晶パネル駆動方法。
【請求項１２】液晶表示装置において、複数個のデータ
ラインと、複数個のゲートラインと、前記データライン
とゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタと
前記薄膜トランジスタに連結する液晶セルを含む液晶パ
ネルと；前記液晶パネルのゲートラインに連結するゲー
トドライバと；前記液晶パネルのデータラインに連結す
るデータドライバを含んで；水平方向で互いに隣接する
液晶セルに互いに反対の極性のビデオ信号を印加して、
垂直方向に隣接する二つの液晶セルで構成する液晶セル
の組に交互に互いに反対の極性のビデオ信号を印加し
て、各液晶セルの組内の二つの液晶セルに同一の極性の
ビデオ信号を互いに異なる時間の間に印加することを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】前記液晶セルの各上側の液晶セルのビデ
オセルのビデオ信号の印加時間が下側の液晶セルのビデ
オ信号の印加時間より長いことを特徴とする請求交１２
記載の液晶表示装置。
【請求項１４】液晶表示装置において、複数個のデータ
ラインと、複数個のゲートラインと、前記データライン
とゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタと
前記薄膜トランジスタに連結する液晶セルを含む液晶パ
ネルと；前記液晶パネルのゲートラインに連結されたゲ
ートドライバと；前記液晶パネルのデータラインに連結
されたデータドライバを含んで；前記データドライバが
水平方向で互いに隣接する液晶セルに互いに反対の極性
のビデオ信号を印加して、垂直方向で隣接する二つの液
晶セルで構成する液晶セルの組に交互に互いに反対の極
性のビデオ信号を印加して、各液晶セルの双内の二つの
液晶セルに同一の極性のビデオ信号を互いに異なる時間
の間に印加することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１５】前記液晶セルの組の各上側の液晶セルの
ビデオ信号の印加時間が、下側の液晶セルのビデオ信号
の印加時間より長いことを特徴とする請求交１４記載の
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液晶表示装置。
【請求項１６】 液晶表示装置において、複数個のデー
タラインと、複数個のゲートラインと、前記データライ
ンとゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタ
と、前記薄膜トランジスタに連結された液晶セルを含む
液晶パネルと；前記液晶パネルのゲートラインに連結す
る各ゲートラインに連結する薄膜トランジスタのゲート
をターンオンさせるゲート駆動パルスを出力するゲート
ドライバと；前記液晶パネルのデータラインに連結する
データドライバを含んで；前記データドライバが水平方
向で互いに隣接する液晶セルに互いに反対の極性のビデ
オ信号を印加して、垂直方向で隣接する二つの液晶セル
で構成する液晶セルの組に交互に互いに反対の極性のビ
デオ信号を印加して、各液晶セルの組内の二つの液晶セ
ルに同一の極性のビデオ信号を印加して、前記ゲートド
ライバが各液晶セルの組に対して、上側の液晶セルに対
するゲート駆動パルスのターンオンタイムと下側の液晶
セルのターンオンタイムが異なるゲート駆動パルスを順
次的に出力することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１７】前記液晶セルの組の各上側の液晶セルに
対するゲート駆動パルスのターンオンタイムが下側の液
晶セルのターンオンタイムより長いことを特徴とする請
求交１６記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はドットインバージョ
ン方式の液晶パネル駆動方法及びその装置に関し、特に
液晶セルに供給する電圧を一定にすることができるよう
にしたドットインバージョン方式の液晶パネル駆動方法
及びその装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】通常の液晶表示装置（Liquid Crystal D
isplay：以下“ＬＣＤ”という）はゲートラインとデー
タライン間の交差部に配列された画素マトリックスを利
用してビデオ信号に対応する画像を表示する。このよう
な各画素は図１のようにビデオ信号にしたがって透過量
を調節する液晶セル（ＬＣ）と、データライン（ＤＬ）
から液晶セル（ＬＣ）に供給するビデオ信号を切り換え
るための薄膜トランジスタ（以下“ＴＦＴ”という）
（２４）と、データライン（ＤＬ）から供給されるビデ
オ信号を液晶セル（ＬＣ）に供給することができるよう
にゲート駆動信号を供給するゲートライン（ＧＬ）で構
成される。また、ＬＣＤ部はゲートライン（ＧＬ）及び
データライン（ＤＬ）に駆動信号を供給するための図示
されないゲートライン及びデータ駆動ＩＣ（Integrated
 Circuit）が設けられている。このようなＬＣＤでは液
晶パネル上の液晶セル（ＬＣ）を駆動するためにフレー
ムインバージョン方式（Frame Inversion Method）、ラ
インインバージョン方式（LineInversion Method）とト
ッドインバージョン方式の三つの駆動方法が主に使用さ
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れている。
【０００３】フレームインバージョン方式の液晶パネル
の駆動方法はフレームの変更毎に液晶セルに供給するデ
ータ信号の極性を反転させる。ラインインバージョン方
式の液晶の駆動方法では液晶パネル上のライン、即ちゲ
ートラインにしたがって液晶セルに供給するデータ信号
の極性が反転する。また、トッドインバージョン方式は
隣接する液晶セルに相反する極性のデータ信号を供給す
ると共にフレーム毎に液晶セルに供給するデータ信号の
極性を反転させる。このような三つの液晶セルに供給す
るデータ信号と相反する極性のデータ信号を任意の液晶
セルに供給することでフレーム及びラインインバージョ
ン方式に比べて優れた画質の画像を提供する。このよう
な利点によって、最近にはトッドインバージョン方式の
液晶パネル駆動方法が主に使用されている。トッドイン
バージョン方式は１トッドインバージョン方式と２トッ
ドインバージョン方式で分類される。
【０００４】１トッドインバージョン方式を図２の波形
図を参照して詳細に説明する。先に、図示されないデー
タ駆動ＩＣに極性パルス及びデータ出力イネーブル（Da
te Output Enable）信号を入力する。１トッドインバー
ジョン方式でデータ駆動ＩＣに入力するデータ出力イネ
ーブル信号は極性パルスの２倍の周波数を有する。極性
パルス及びデータ出力イネーブル信号を入力されるデー
タ駆動ＩＣはデータ出力イネーブル信号の下降エッジ
（または上昇エッジ）に同期させてビデオ信号をデータ
ライン（ＤＬ）に供給する。この時、データ駆動ＩＣか
らデータライン（ＤＬ）から供給するビデオ信号は図２
のように正極性（＋）及び負極性（ー）が交番的に表れ
る。また図示しないゲート駆動ＩＣにはデータ出力イネ
ーブル信号と同一の周波数を有するゲート出力イネーブ
ル信号が供給されて、ゲート駆動ＩＣは自分に供給する
ゲート出力イネーブル信号を利用してゲート駆動パルス
を生成して、生成されたゲート駆動パルスをゲートライ
ン（ＧＬ）に順次に供給する。このような１トッドイン
バージョン方式の駆動方法は図３に示すようにゲートラ
イン（ＧＬ）を間に置いて隣接する液晶セル（ＬＣ）
と、データライン（ＤＬ）を間に置いて隣接する液晶セ
ル（ＬＣ）すべてに相反する極性のデータ信号が供給さ
れて画像を表示する。
【０００５】しかし、このような１トッドインバージョ
ン方式は隣接するすべての液晶セルの極性が相違するの
で消費電力が大きい。このような短所を解消するために
２トッドインバージョン方式が利用する。
【０００６】２トッドインバージョン方式を図４の波形
図を参照して詳細に説明する。先に、データ駆動ＩＣに
極性パルス及びデータ出力イネーブル（Date Output En
able）信号が入力する。２トッドインバージョン方式で
データ駆動ＩＣに入力されるデータ出力イネーブル信号
は極性パルスの４倍の周波数を有する。データ駆動ＩＣ
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に入力するデータ出力イネーブル信号を入力されるデー
タ駆動ＩＣはデータ出力イネーブル信号の下降エッジ
（または上昇エッジ）に同期させビデオ信号を生成し
て、生成されたビデオ信号をデータライン（ＤＬ）に供
給する。この時、データ出力イネーブル信号は極性パル
スの４倍の周波数を有するために極性パルスが正極性で
ある時に連続的に２回のビデオ信号が供給されて、極性
パルスが負極性である時に連続的に２回のビデオ信号が
供給される。ゲート駆動ＩＣにはデータ出力イネーブル
信号と同一の周波数を有するゲート出力イネーブル信号
が供給されて、ゲート駆動ＩＣは自分に供給するゲート
出力イネーブル信号を利用してゲート駆動パルスを生成
して、生成されたゲート駆動パルスをゲートライン（Ｇ
Ｌ）に順次に供給する。このような２トッドインバージ
ョン方式の駆動方法は図５のように横軸で正極性、正極
性、負極性及び負極性が交番的に繰り返して、縦軸で正
極性及び負極性の信号が交番的に繰り返される。従っ
て、液晶セル（ＬＣ）すべてに相反された極性が供給さ
れる１トッドインバージョン方式に比べて消費電力を減
少することができる。
【０００７】しかし、このような従来の２トッドインバ
ージョン方式は図１に図示されたＡ端子（Ａ）に供給す
る電圧値と、Ｂ端子（Ｂ）に供給する電圧値が相違す
る。これを現在データライン（ＤＬ）に正極性のビデオ
信号が供給されて、以前にデータライン（ＤＬ）には０
Ｖまたは０Ｖ以下の電圧が供給されたと仮定して詳細に
説明する。先に、ｎー１番目のゲートライン（ＧＬ）に
ゲート信号が供給されて、データライン（ＤＬ）にはゲ
ートライン信号に同期した正極性のビデオ信号を供給す
る。この時、データライン（ＤＬ）に正極性のビデオ信
号を入力する以前にデータライン（ＤＬ）には０Ｖまた
は０Ｖ以下の電圧が供給されたために正極性のビデオ信
号をＡ端子（Ａ）に供給する時、所定の上昇時間が必要
となる。Ａ端子（Ａ）にビデオ信号が供給された後第ｎ
番目ゲートライン（ＧＬ）にゲート信号が供給されて、
データライン（ＤＬ）にはゲート信号に同期された正極
性のビデオ信号が供給される。この時、データライン
（ＤＬ）に正極性の画像データが供給されているために
電圧の上昇時間が必要とされない。換言すれば、Ａ端子
（Ａ）にビデオ信号を印加する時、データライン（Ｄ
Ｌ）にかかる負荷と、Ｂ端子（Ｂ）にビデオ信号を印加
する時、データライン（ＤＬ）にかかる負荷が相違す
る。従って、図４のＡ端子（Ａ）に印加する電圧とＢ端
子（Ｂ）に印加する電圧間に電圧差（８）が発生する。
結局、同一のビデオデータを供給する時にも互いに隣接
して同一な極性のビデオ信号を入力される液晶セル（Ｌ
Ｃ）には同一な電圧が印加されない。従って、ＬＣＤに
横先が発生する。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
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は液晶セルに供給する電圧の量を一定にすることができ
るようにしたトッドインバージョン方式の液晶パネル駆
動方法及びその装置に関する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
に、本発明によるトッドインバージョン方式の液晶パネ
ル駆動方法は隣接した画素セルの中の第１画素セルを充
電する段階と、第１画素セルより少ない時間で第２画素
セルを充電する段階を含む。
【００１０】本発明による液晶表示装置は複数個のデー
タラインと、複数個のゲートラインと、データラインと
ゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタと薄
膜トランジスタに連結された液晶セルを含む液晶パネル
と；液晶パネルのゲートラインに連結されたゲートドラ
イバと；液晶パネルのデータラインに連結されたデータ
ドライバを含んで；水平方向で互いに隣接する液晶セル
に互いに反対の極性のビデオ信号が印加されて、垂直方
向に隣接する二つの液晶セルで構成する液晶セルの組に
交互に互いに反対の極性のビデオ信号を印加して、各液
晶セルの組内の二つの液晶セルに同一の極性のビデオ信
号を互いに異なる時間の間印加する。
【００１１】本発明による液晶表示装置は複数個のデー
タラインと、複数個のゲートラインと、データラインと
ゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタと薄
膜トランジスタに連結された液晶セルを含む液晶パネル
と；液晶パネルのゲートラインに連結されたゲートドラ
イバと；液晶パネルのデータラインに連結されたデータ
ドライバを含んで；データドライバが水平方向で互いに
隣接する液晶セルに互いに反対の極性のビデオ信号を印
加して、垂直方向で隣接する二つの液晶セルで構成する
液晶セルの組に交互に互いに反対の極性のビデオ信号を
印加して、各液晶セルの組内の二つの液晶セルに同一の
極性のビデオ信号を互いに異なる時間の間に印加する。
【００１２】本発明による液晶表示装置は複数個のデー
タラインと、複数個のゲートラインと、データラインと
ゲートラインの交差点に隣接する薄膜トランジスタと、
薄膜トランジスタに連結された液晶セルを含む液晶パネ
ルと；液晶パネルのゲートラインに連結された各ゲート
ラインに連結された薄膜トランジスタのゲートをターン
オンさせるゲート駆動パルスを出力するゲートドライバ
と；液晶パネルのデータラインに連結されたデータドラ
イバを含んで；データドライバが水平方向で互いに隣接
する液晶セルに互いに反対の極性のビデオ信号を印加し
て、垂直方向で隣接する二つの液晶セルで構成する液晶
セルの組に交互に互いに反対の極性のビデオ信号を印加
して、各液晶セルの組内の二つの液晶セルに同一の極性
のビデオ信号を印加して、ゲートドライバが各液晶セル
の組に対して、上側の液晶セルに対するゲート駆動パル
スのターンオンタイムと下側の液晶セルのターンオンタ
イムが異なるゲート駆動パルスを順次出力する。
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7
【００１３】前記目的以外の本発明の異なる目的及び特
徴は添付した図面を参照した実施例に対する説明を通し
て明らかにする。
【００１４】
【作用】本発明によるトッドインバージョン方式の液晶
パネル駆動方法及びその装置によると、互いに隣接する
同一の極性のビデオ信号を入力される液晶セルは互いに
相違した時間の間にビデオ信号を入力される。即ち、そ
れぞれの液晶セルに同一の電圧が供給されることができ
るように一番目のビデオ信号を入力される液晶セルは２
番目のビデオ信号を入力される液晶セルより所定の時
間、長くビデオ信号を入力される。従って、互いに隣接
するように位置して極性のビデオ信号を入力される液晶
セルは同一の電圧を供給される。
【００１５】
【発明の実施態様】以下、図６乃至図１０を参照して本
発明の好ましい実施例に対して詳細に説明することにす
る。図６は本発明の実施例による液晶パネルの駆動装置
を概略的に図示した図面である。図６を参照すると、本
発明の実施例による液晶パネルの駆動装置はゲートライ
ン（ＧＬ）を分割駆動するためのゲート駆動ＩＣ（１
０）と、データライン（ＤＬ）上にビデオ信号を供給す
るためのデータ駆動ＩＣ（１２）とを具備する。液晶パ
ネルには多数の液晶セル（ＬＣ）とこれらの液晶セルそ
れぞれに供給するビデオ信号を切り換えるＴＦＴ（１
４、１６）が設置される。多数の液晶セル（ＬＣ）はデ
ータライン（ＤＬ）とゲートライン（ＧＬ）が交差する
交差点にそれぞれ設置されて、これと共にＴＦＴ（１
４、１６）も前記交差点にそれぞれ位置する。ゲート駆
動ＩＣ（１０）はゲートライン（ＧＬ）に順次ゲート駆
動パルスを供給することでゲートライン（ＧＬ）が順次
駆動する。そうすると、液晶パネル上のＴＦＴ（１４、
１６）は１ゲートライン分ずつ順次駆動されて１ゲート
ライン分ずつ液晶セルにビデオ信号が順次供給されるよ
うにする。データ駆動ＩＣ（１２）はゲート駆動パルス
を発生する毎にビデオ信号をデータライン（ＤＬ）に供
給する。
【００１６】図７は図６に図示されたデータ駆動ＩＣ及
びゲート駆動ＩＣに供給されるパルスを表す図面であ
る。図７を参照すると、データ駆動ＩＣ（１２）に供給
する極性パルス及びデータ出力イネーブル信号と、ゲー
ト駆動ＩＣ（１０）に供給するゲート出力イネーブル信
号が図示されている。データ出力イネーブル信号及びゲ
ート出力イネーブル信号は極性パルスの４倍の周波数を
有する。従って、極性パルスの極性が変化する時点（１
６）から次の極性が変化する時点（１６）から次の極性
が変化する時点（１８）の間に位置する二つのデータ出
力イネーブル信号は互いに相違した周期（Ｔ＋α、Ｔ）
を有する。極性パルスの極性が変化する時点（１６）に
入力されるデータ出力イネーブル信号は広い周期（Ｔ＋
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α）を有して、次に入力されるデータ出力イネーブル信
号は狭い周期（Ｔ）を有する。ゲート駆動ＩＣ（１０）
に入力するゲート出力イネーブル信号は図７に図示され
たように前記データ出力イネーブル信号と同一の周期及
び周波数を有する。極性パルス及びデータ出力イネーブ
ル信号を入力されるデータ駆動ＩＣ（１２）はデータ出
力イネーブル信号の下降エッジに同期させビデオ信号を
データライン（ＤＬ）に供給される。この時、データ出
力イネーブル信号は一つの極性内で互いに相違した周期
（Ｔ＋α、Ｔ）を有しているために図８のようなビデオ
信号がデータライン（ＤＬ）に供給する。即ち、第ｎー
１番目のゲートライン（ＧＬ）に形成されたＴＦＴ（１
４）に供給されるビデオ信号は第ｎ番目のゲートライン
（ＧＬ）に形成されたＴＦＴ（１６）に供給されるビデ
オ信号より長い周期を有する。
【００１７】ゲート駆動ＩＣ（１０）はゲート出力イネ
ーブル信号の入力を受けてゲート駆動パルスを生成し
て、生成されたゲート駆動パルスをゲートライン（Ｇ
Ｌ）に順次供給する。この時、ゲート出力イネーブル信
号は一つの極性内で互いに相違した周期（Ｔ＋α、Ｔ）
を有しているために図８のようなゲート駆動パルスがゲ
ートライン（ＧＬ）に供給される。即ち、第ｎー１番目
のゲートライン（ＧＬ）に供給するゲート駆動パルスは
第ｎ番目のゲートライン（ＧＬ）に供給するゲート駆動
パルスより広い周期を有する。従って、図６に図示され
たＣ端子（Ｃ）はＤ端子（Ｄ）より多くの時間の間にビ
デオデータの供給を受ける。従って、Ｃ端子（Ｃ）及び
Ｄ端子（Ｄ）に同一の電圧を供給する。このために、デ
ータ極性が変化する時点（１６）に入力するデータ出力
イネーブル信号と次に入力するデータ出力イネーブル信
号の周期の差（α）は互いに隣接して同一の極性のビデ
オ信号を入力される液晶セル（ＬＣ）に同一の電圧が印
加することができるように実験的に定められる。上述し
た本発明の実施例では一例としてｎ－１ラインの液晶セ
ルとｎラインの液晶セルに同一のグレーレベルを入力し
た。そして異なるグレーレベルのビデオ信号をそれぞれ
垂直に隣接する液晶セルに印加するためにも同一の極性
パルス内で一番目の液晶セルのビデオ信号入力周期が２
番目の液晶セルのビデオ信号の入力周期より広い周期を
有するようにする。
【００１８】図９は本発明の異なる実施例によるデータ
駆動ＩＣ及びゲート駆動ＩＣに供給するパルスを表す図
面である。図９を参照すると、データ駆動ＩＣ（１２）
に供給する極性パルス及びデータ出力イネーブル信号
と、ゲート駆動ＩＣ（１０）に供給するゲート出力イネ
ーブル信号が図示されている。データ出力イネーブル信
号及びゲート出力イネーブル信号は極性パルスの４倍の
周波数を有する。従って、極性パルスの極性が変化する
時点（１６）から次の極性が変化する時点（１８）の間
に位置する二つのデータ出力イネーブル信号及びゲート
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出力イネーブル信号が位置する。データ出力イネーブル
信号は互いに同一の周期（Ｔ１）を周する。反面に、ゲ
ート出力イネーブル信号は互いに相違した周期（Ｔ、Ｔ
＋α）を有する。即ち、極性パルスの極性が変化する時
点（１６）から次の極性が変化する時点（１８）の間に
位置する二つのゲート出力イネーブル信号は互いに相違
した周期（Ｔ＋α、Ｔ）を有する。極性パルスの極性が
変化する特定の時点（１６）に入力するデータ出力イネ
ーブル信号は広い周期（Ｔ＋α）を有して、次の極性が
変化する時点（１８）に入力するデータ出力イネーブル
信号は狭い周期（Ｔ）を有する。
【００１９】極性パルス及びデータ出力イネーブル信号
を入力されるデータ駆動ＩＣ（１２）はデータ出力イネ
ーブル信号の下降エッジに同期させビデオ信号をデータ
ライン（ＤＬ）に供給する。この時、データ出力イネー
ブル信号は一つの極性内で互いに同一の周期（Ｔ１）を
有しているために図１０のように第ｎ－１番目のゲート
ライン（ＧＬ）に形成されたＴＦＴ（１４）と、第ｎ番
目のゲートライン（ＧＬ）に形成されたＴＦＴ（１６）
に同一の時間の間にビデオ信号がデータライン（ＤＬ）
に供給する。一方、ゲート出力イネーブル信号は一つの
極性内で互いに相違した周期（Ｔ＋α、Ｔ）を有してい
るために図１０のようにｎー１ゲートライン（ＧＬ）に
供給するゲート駆動信号とｎゲートラインに供給するゲ
ート駆動信号の時間が相違する。換言すれば、ｎゲート
ライン（ＧＬ）に供給するゲート駆動信号よりｎ－１ゲ
ートライン（ＧＬ）に供給するゲート駆動信号が所定時
間（α）ほど多く入力される。従って、図６に図示され
たＣ端子（Ｃ）はＤ端子（Ｄ）より多くの時間の間にビ
デオデータの供給を受ける。従って、Ｃ端子（Ｃ）及び
Ｄ端子（Ｄ）に同一の電圧が供給される。このためにゲ
ート駆動信号の周期の差（α）は互いに隣接して同一の
極性のビデオ信号を入力される液晶セル（ＬＣ）に同一
の電圧を印加することができるように実験的に定められ
る。
【００２０】
【発明の効果】上述したように、本発明によるトッドイ
ンバージョン方式の液晶パネル駆動方法及びその装置に
よると、互いに隣接する同一の極性のビデオ信号を入力
される液晶セルは互いに相違した時間の間にビデオ信号
を入力される。即ち、それぞれの液晶セルに同一の電圧
を供給することができるように一番目のビデオ信号の入
力を受ける液晶セルは２番目のビデオ信号の入力を受け
る液晶セルより所定の時間、長くビデオ信号が入力され
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る。従って、互いに隣接する極性のビデオ信号を入力さ
れる液晶セルは同一の電圧が供給される。
【００２１】以上説明した内容を通して当業者であれば
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修
正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的
な範囲は明細書の詳細な説明に記載された内容に限らず
特許請求の範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】    図１はデータライン及びゲートラインの交
差部に形成された液晶セルを概略的に表す図面である。
【図２】    図２は１トッドインバージョン方式の駆動
方法でデータ駆動集積回路に入力する極性パルス及びデ
ータ出力イネーブル信号とゲート駆動集積回路に入力す
るゲート出力イネーブル信号を表す波形図である。
【図３】    図３は図２に図示された波形によって液晶
セルに供給するデータ信号の極性パターンを表す図面で
ある。
【図４】    図４は従来の２トッドインバージョン方式
の駆動方法でデータ駆動集積回路に入力する極性パルス
及びデータ出力イネーブル信号を表す波形図である。
【図５】    図５は図４に図示された波形によって液晶
セルに供給するデータ信号の極性パターンを表す図面で
ある。
【図６】    図６は本発明の実施例による液晶パネル駆
動装置を概略的に図示する図面である。
【図７】    図７は本発明の実施例によって図６に図示
されたデータ駆動集積回路に入力する極性パルス及びデ
ータ出力イネーブル信号とゲート駆動集積回路に入力す
るゲート出力イネーブル信号を表す波形図である。
【図８】    図８は図７に図示された波形によって生成
するビデオ信号及びゲート駆動パルスを表す図面であ
る。
【図９】    図９は本発明の実施例によって図６に図示
されたデータ駆動集積回路に入力する極性パルス及びデ
ータ出力イネーブル信号とゲート駆動集積回路に入力す
るゲート出力イネーブル信号を表す波形図である。
【図１０】    図１０は、図９に図示された波形によっ
て生成するビデオ信号及びゲート駆動パルスを表す図面
である。
【符号の説明】
２、４、１４、１６：ＴＦＴ
１０：ゲート駆動集積回路
１２：データ駆動集積回路
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